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世界の穀物の増産推移のなかとうもろこしは
収穫面積、単収ともにバランス良く増加している収穫面積、単収ともにバランス良く増加している

世界の穀物及び大豆の生産量の伸び率（年率）

米国農務省データ「PS&D」(January 2015)をもとに作成米国農務省データ「PS&D」(January 2015)をもとに作成
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とうもろこしはその作物特性から
生産地域の拡大 生産性向上がはかられている生産地域の拡大、生産性向上がはかられている
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とうもろこし穀物生産拡大の例として
寒冷地カナダでの生産拡大が注目されている寒冷地カナダでの生産拡大が注目されている

カナダの作物別生産量推移
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世界のとうもろこしの生産・輸出も他産地の増産により
米国の地位の相対的低下＝輸出産地の拡大が進んでいる米国の地位の相対的低下 輸出産地の拡大が進んでいる

世界のとうもろこしの生産シェア推移

世界のとうもろこしの輸出シェア推移
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日本は世界最大のとうもろこし輸入国で
飼料用を中心に世界各国から買付けしている

日本のとうもろこし輸入用途別シェア概算

飼料用を中心に世界各国から買付けしている

他

世界の国別とうもろこし輸入量（２０１４/１５年度）

5米国農務省データ



日本の配合飼料産業はとうもろこしを主原料として
全国くまなく効率良く供給できる体制を構築している全国くまなく効率良く供給できる体制を構築している

日本の配合飼料原料割合（平成２４年度） 沖縄以外の配合飼料産業概況

出展：飼料月報

大型本船接岸港で年間とうもろこし輸入量が
１０万トン以下（平成２６年）のところ
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沖縄県の農業基盤において畜産は重要な地位を占めている
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全国的に見ても沖縄県は重要な畜産生産基盤の役割をもっている

8



沖縄県の畜産の繁栄は和牛素牛産地として
昨今の素牛不足と価格高騰解消に繋がるものと期待される昨今の素牛不足と価格高騰解消に繋がるものと期待される

肉用素牛規模別飼養戸数・頭数
畜産統計

農家規模 飼養頭数 項目 H18年 H22年 H26年 H22-H18 H26-H22

大規模 50頭以上
戸数(戸) 1,178 1,629 1,911 451 282

頭数(頭)* 138,860 182,880 189,065 44,020 6,185

戸数(戸) 13,320 14,760 12,230 1,440 ▲ 2,530
中規模 10～49頭

戸数(戸) , , , , ,

頭数(頭)* 269,040 326,820 275,535 57,780 ▲ 51,285

小規模 1～9頭
戸数(戸) 58,900 47,600 35,800 ▲ 11,300 ▲ 11,800

頭数(頭)* 213,600 174,200 130,600 ▲ 39,400 ▲ 43,600

合 計
戸数(戸) 73,398 63,989 49,941 ▲ 9,409 ▲ 14,048

頭数(頭) 621,500 683,900 595,200 62,400 ▲ 88,700
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沖縄県の地理的不利性解消の物流助成等は
畜産物へは設けられているが 飼料には見られない畜産物へは設けられているが、飼料には見られない

「農林水産物流通条件不利性解消事業」
畜産物 肉用牛（１２か月以上） 豚

「沖縄食肉価格安定等特別対策事業実施要綱」
県産豚肉余剰部位

「肉用牛経営安定対策補完事業」
離島の肉用子牛
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穀物は専用船でなくバラ輸送本船（ドライバルク船）による
貨物 部 約 を占貨物の一部（約１０％）を占める

バラ輸送本船による海上荷動き量と見通しバラ輸送本船による海上荷動き量と見通し
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ドライバルク船の船型はサイズにより
大きく名称分類され る大きく名称分類されている

パナマックス

ハンディマックス

スモ ルハンディスモールハンディ

ケープサイズ
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船型はスペックにより特徴があり
通航 入出港の条件となる

モデル船型

通航、入出港の条件となる

HANDY HANDYMAX PANAMAX CAPESIZE

DWT(MT) 載可重量屯（積載できる全体数量） 28,000 50,000 72,000 170,000

DRAFT(M) 喫水（本船の海面下の長さ） 9 80 11 90 13 50 17 75

モデル船型
スモールハンディ ハンディマックス パナマックス ケープサイズ

DRAFT(M) 喫水（本船の海面下の長さ） 9.80 11.90 13.50 17.75

LOA(M) 船の全長 170.0 189.8 225.0 290.0

BEAM(M) 船の幅 27.2 32.2 32.2 45.0

HOLD/HATCH ホールド（貨物を積むスペース）／ハッチ（蓋） 5/5 5/5 7/7 9/9

穀物積載可能数量（キュービックフィート） 1,300,000 2,230,000 2,990,000 6,650,000

GRAIN
とうもろこしの場合の積載可能トン数 27,660 47,447 63,617 141,489

実際の積載トン数 27,000 46,000 57,000 -

GEAR 本船ギア（本船上の荷役装置） あり あり なし なし

GRAIN
CAPACITY(CFT)

GEAR 本船ギア（本船上の荷役装置） あり あり なし なし

木材・小麦 穀物・鉄鋼製品 石炭・穀物 鉄鋼石・石炭主な貨物
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世界のドライバルク船は大型化傾向で
スモ ル ンデ 船は減少傾向にあるスモールハンディー船は減少傾向にある

船型別船数推移・見通し船型別船数推移 見通し

ハンディマックス

ハンディ

パナマックス

ケープサイズ
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内航船の船腹量はやや下げ止まり傾向にはある

内航船船腹量の推移

内航船の船腹量はやや下げ止まり傾向にはある

内航船船腹量の推移

内航貨物船船腹量の推移内航貨物船船腹量の推移
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内航船の船齢及び船員の高齢化は
今後の船腹不足 船員不足につながる今後の船腹不足・船員不足につながる

内航船船齢別状況

内航船員数の推移 内航船員の年齢構成
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月間 内航海運 2015年 2月号
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月間 内航海運 2015年 2月号
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中城新港へのとうもろこし本船接岸に係わる諸課題について

本船のデッドウェート（ＤＷＴ）問題について

弊会を含め飼料主原料であるとうもろこしの輸入においては、海上輸送コストを低減する為、船
型の大型化をすすめてきました その為 現在日本に輸入されるとうもろこしは ごく 部の港を型の大型化をすすめてきました。その為、現在日本に輸入されるとうもろこしは、ごく一部の港を
除きほとんどがパナマックサイズまたはハンディーマックスで輸送されていることから、中城港に
おいて本船接岸により輸入とうもろこしの持続的なコスト低減をはかるには、これらの大型船が輸
入できる他港揚げとの組み合わせができるよう、DWT 69,999ＭＴまでの本船が接岸できる港湾,
条件にする必要があります。
現在、世界中にはDWT 28,000～40,000ＭＴの本船は1,900隻程ありますが、とうもろこしの主

産地港である米国ミシシッピーガルフにおいては、先の本船大型化の傾向の中で使用されるケース
は極めて限定的な為 安定確保が出来ない状況です 加えて 大型船と比べて一船あたりの輸送量は極めて限定的な為、安定確保が出来ない状況です。加えて、大型船と比べて一船あたりの輸送量
が少ないことから海上運賃としてトンあたり約１０ドルアップし、結果として、大型船が接岸でき
る南九州から内航船回送するよりも割高な輸送コストとなってしまいます。

（参考：志布志港と中城港比較）
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石巻港での取り組み
（港湾業者・需要者が一体となり大型船の入港・接岸を要望し（港湾業者 需要者が 体となり大型船の入港 接岸を要望し
港湾振興の重要性を理解した行政側がこれに応えた事例）

平成12年平成12年
これまでの港湾業者、荷主の要望を受けて、港湾管理者（宮城県石巻港湾事務所（以下港湾事務所））
より「石巻港内係留施設船舶受入指針」が示される。
日和７号岸壁 ＤＷＴ・・・最大４８，２２７トン（公称３０，０００トン）但し、公称数字を超える本船は

船舶代理店より「超過船舶申請書」を提出し、港湾事務所の承認を得る。

平成20年
宮城県港湾課により入港船舶規制緩和に関する業者ヒアリングが実施された宮城県港湾課により入港船舶規制緩和に関する業者ヒアリングが実施された。

平成21年
港湾事務所より新たな「石巻港内係留施設船舶受入指針」が示される。
日和７号岸壁 ＤＷＴ・・・３０，０００トンを超過する本船の接岸には、 「超過船舶申請書」 に接岸エネル

ギーや荷役中の喫水変化の計算書等を添付する。接岸エネルギー計算はこれ
までＤＷＴで計算していたが、石巻入港時の積載量で計算することとなった。

これにより、大型船の入港が大幅に緩和された。
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
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